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平成20年(2008年)度事業報告書及び決算報告書

Ⅰ 事業報告書
１ 理事会

○第63回

開催日 2008年5月17日（土）

出席理事 11人 書面表決者13人 計24人

出席監事 1人

議決事項 １．平成19年(2007年)度事業報告及び収支決算報告

２．改選に伴う理事長・常務理事の選任及び常務理事の職務執行順位につ

いて

３．その他

○第64回

開催日 2009年3月21日（土）

出席理事 12人 書面表決者9人 計21人

出席監事 1人

議決事項 １．平成21年(2009年)度事業計画及び収支予算

２．平成20年(2008年)度予算の補正

３．基本財産の増額について

４．寄付行為の変更について

５．職員就業規程の一部改正について

６．新公益法人移行について報告

２ 評議員会

○第55回

開催日 2008年5月17日（土）

出席評議員 18人 委任38人 計56人

議決事項 １．平成19年(2007年)度事業報告及び収支決算報告

２．その他

○第56回

開催日 2009年3月21日（土）

出席評議員 20人 委任34人 計54人

議決事項 １．平成21年(2009年)度事業計画及び収支予算

２．平成20年(2008年)度予算の補正

３．基本財産の増額について

４．寄付行為の変更について

５．職員就業規程の一部改正について

６．新公益法人移行について報告
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３ 指定管理事業

(1) 文学資料の収集・整理・保存及び公開

○資料委員会

期日 2008年11月8日(日) （書面による報告、承認）

委員 岡松和夫、上笙一郎、紀田順一郎、清原康正、宮坂覺

議題 １.中島敦文庫のDVD版目録の制作について

今回のデータ製作では原稿にある400カ所以上に及ぶ貼込訂正の下にあ

る文字も読めるよう画像化した。また紀伊国屋書店を通じて大学、類

縁施設等への販売を予定している。

２.貴重図書の一部別置について

従来の復刻版原本の他に複数の観点から判断して妥当なものを貴重図

書として区分し、記念室にその一部を排架する。バックヤード見学の

際に貴重な蔵書を集中的に見せることが出来る。新たに選定した貴重

図書の利用基準については閲覧状況を見ながら検討していく。

○寄贈

寄贈者 1,002人（故磯田美恵子氏、神西敦子氏、故中野秀氏、上野紀子氏、故高瀬慎吾

氏、堀田百合子氏、結城千華子氏、黒岩秀子氏、桜井毅氏、岩波書店、角川書店、講談

社、集英社、小学館、新潮社、筑摩書房、中央公論新社、文藝春秋ほか)

図 書 3,216冊
雑 誌 4,146冊
特別資料 1,440件
計 8,802冊(件)

○購入 図 書 659冊
雑 誌 1,270冊
特別資料 4件
計 1,933冊(件)

○所蔵状況

図 書 436,036冊
雑 誌 446,089冊
特別資料 179,675件
登録資料小計 1,061,800冊(件)
未登録資料 約28,000冊(件)

計 約1,090,000冊(件) *登録資料はすべて閲覧が可能です。

寄託資料 9人 3,321件

○電算入力 (2008年度) (累計)

図 書 8,112冊 423,595冊 (登録資料の97.1%）
雑 誌 8,833冊 437,886冊 (登録資料の98.2%、タイトル19,373誌)
特別資料 9,712件 169,124件 (登録資料の94.1%)
計 26,657冊(件) 1,030,605冊(件)

*登録資料のうち、電算未入力分は手書き台帳による登録。

*副本処理、データ修正等の電算処理約23,600件
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○整理済点数

(2008年度) (累計)

図 書 8,427冊 133,881冊 (登録資料の30.7%）
雑 誌 8,833冊 437,886冊 (登録資料の98.2%）
特別資料 1,986点 90,920点 (登録資料の50.6%）
計 19,246点 662,687点

○その他の入力

◇雑誌内容入力 1,019誌9,865冊について、雑誌各冊データの内容書誌を入力。

（累計：約65,000冊）

◇特別資料画像データ作成 中島敦資料について1,755点の画像を作成。

○閲覧室の利用状況

◇利用者数 2,804人(開室日数292日 一日平均9人)

◇レファレンス件数 203件

◇複写サービス 1,016件 32,887枚

○特別資料の利用

◇資料の閲覧 197件 5,049点

◇資料の貸出 20件 487点

（町田市民文学館「愛と別れの詩―ポエジーの流れ」ほか類縁施設の特別展など）

◇写真の撮影 42件 2,163点

◇写真の貸出 112件 431点

○特別資料データのネット公開

原稿、自筆資料、書簡など2007年度の受入データ10,340件を新たに加え累計約16万点の

データがインターネットで検索可能となりました。

特別資料検索利用登録者 165人(累計796人)

(2) 資料の複製

○常設展示候補および館蔵資料の中から10件の複製を作製しました。

＜作製資料＞

五木寛之｢海を見ていたジョニー｣原稿、井上靖｢しろばんば｣原稿、同｢秋｣詩稿、同｢第

一回西トルキスタン西域の旅(一)｣ノート、中島敦書き込み名刺、同画｢おれんちのぱん

じい｣、庄野潤三｢鳥｣原稿、同尾崎一雄宛封書、佐藤さとる、長崎源之助ほか｢豆の木｣

創刊記念寄書、柳美里｢ゴールドラッシュ｣原稿

(3) 神奈川近代文学館ホームページの公開

○アクセス数 128,367件(うち、蔵書検索アクセス数 25,666件)
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(4) 展覧会の開催

○新収蔵資料展 コーナー：山本七平と山本書店

会期・日数 4月1日(火) ～ 4月20日(日) 18日

＊同時開催 常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第2部－芥川龍之介から

中島敦まで

編集委員 富岡幸一郎（以後常設展同）

観覧者数 643人(1日平均35人)

＊会期は3月8日(土)から (38日 1,846人(1日平均48人))

○特別展「生誕80年 澁澤龍彦回顧展 ここちよいサロン」

マルキ・ド・サドやバタイユの明晰で洗練された翻訳と古今のエロティシズム芸術を紹介したエッセ

イなどによって知られる作家・澁澤龍彦をサロン(客間)の主人にたとえ、新たな視点をもとに構築し

た展観。手引き資料として図録(B5判 64頁)を製作しました。

会期・日数 4月26日(土) ～ 6月8日(日) 39日(4月25日(金)に内覧会を開催)

後援 NHK横浜放送局、神奈川新聞社、ｔｖｋ

協賛 河出書房新社、晶文社、白水社、平凡社、京浜急行電鉄株式会社、

相模鉄道株式会社、東京急行電鉄株式会社、

神奈川近代文学館を支援する会
サポ ー ト

編集委員 高橋睦郎

観覧者数 8,899人(1日平均228人)

○企画展 文学館交流展1「台湾文学館の魅力－その多彩な世界」

日本と歴史上深いつながりのある台湾の多彩な作家・作品を、当館との交流が深く、開館から5カ年

を迎えた国立台湾文学館の活動や所蔵資料を中心に展示し、手引き資料として台湾文学館製作の図録

(B5判 136頁)を販売しました。

会期・日数 6月14日(土) ～ 8月3日(日) 45日(6月14日(土)にレセプションを開催)

共催 国立台湾文学館、台湾行政院文化建設委員会

後援 NHK横浜放送局、神奈川新聞社、ｔｖｋ

協賛 東京急行電鉄株式会社、神奈川近代文学館を支援する会
サポ ー ト

観覧者数 1,879人(1日平均41人)

＊同時開催 常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第3部－太宰治､三島由紀

夫から現代まで

○企画展 ｢かこさとし 『だるまちゃんとてんぐちゃん』展｣

長い間たくさんの人たちに愛され続けている｢だるまちゃん｣の作者・かこさとしの魅力を、小さい頃

からのエピソードと関連作品、思い出の本、原画などから紹介する展覧会を開催し、手引き資料とし

てリーフレットを製作しました。

会期・日数 8月9日(土) ～ 9月28日(日) 45日

協力 加古総合研究所

後援 神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会、神奈川新聞社、ｔｖｋ

協賛 偕成社、小峰書店、福音館書店、東京急行電鉄株式会社、

神奈川近代文学館を支援する会
サポ ー ト

観覧者数 9,259人(1日平均205人)

＊同時開催 常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第1部－夏目漱石から萩

原朔太郎まで

○特別展 ｢堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。｣

透徹した歴史観を持って古今の乱世を読み解いた作家・堀田善衞を、生前深い交流があった宮崎駿監
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督とスタジオジブリの協力により、2部構成で展示。手引き資料として図録(B5判 64頁)を製作しまし

た。

会期・日数 10月4日(土) ～ 11月24日(月･振休) 47日(10月3日(金)に内覧会を開催)

後援 集英社、筑摩書房、NHK横浜放送局、神奈川新聞社、ｔｖｋ

協賛 京浜急行電鉄株式会社、相模鉄道株式会社、東京急行電鉄株式会社、

神奈川近代文学館を支援する会
サポ ー ト

編集委員 紅野謙介

編集協力 岸宣夫

観覧者数 8,380人(1日平均178人)

○｢神奈川県図書館協会創立80周年記念 かながわの図書館 自慢のこの一点」展

会期・日数 11月29日(土) ～ 1月18日(日) 38日

共催 神奈川県図書館協会

観覧者数 1,910人(1日平均50人)

＊同時開催 常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第2部－芥川龍之介から

中島敦まで

○常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第3部－太宰治､三島由紀夫から現代まで

会期・日数 1月24日(土) ～ 3月1日(日) 32日

観覧者数 1,327人(1日平均41人)

○企画展 文学館交流展2 ｢虚子没後50年記念 子規から虚子へ－近代俳句の夜明け－｣

正岡子規没後の俳壇を継承・発展させた高浜虚子を中心に、近代俳句黎明期から大正初期の虚子俳壇

復帰までを子規・漱石・碧梧桐との関わりを交えて展示し、手引き資料として虚子記念文学館製作の

図録(A4判 78頁)を販売。

会期・日数 3月7日(土) ～ 3月31日(火) 21日(3月6日(金)に内覧会を開催)

共催 虚子記念文学館

後援 朝日新聞社、ＮＨＫ横浜放送局、神奈川新聞社、ｔｖｋ

協賛 現代俳句協会、国際俳句交流協会、社団法人日本伝統俳句協会、

社団法人俳人協会、東京急行電鉄株式会社、兵田印刷工芸株式会社、

神奈川近代文学館を支援する会
サポ ー ト

観覧者数 2,601人(1日平均123人)

＊同時開催 新収蔵資料展〈2008年度〉、常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」

展 第1部－夏目漱石から萩原朔太郎まで 会期は4月19日(日)まで

(5) 会議室の利用状況

利用状況

会議室名 利用回数 利用人数 ＜利用回数の内訳＞
小会議室 298回 3,459人 講演会、読書会等 12回
中会議室 171回 6,132人 俳句会、短歌会等 63回
和 室 115回 1,417人 その他(文学関係) 8回
ホ ー ル 53回 7,042人 その他 554回

計 637回 18,050人

(6) 講演会・シンポジウムの開催(会場：ホール)

○｢堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。｣記念講演会

期日 講師 演題 入場者数

10月11日(土) 宮崎駿 ｢方丈記私記と私｣ 242人
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○｢虚子没後50年記念 子規から虚子へ－近代俳句の夜明け－｣記念講演会

(共催：虚子記念文学館)

期日 講師 演題 入場者数

3月7日(土) 稲畑汀子 ｢虚子俳句の変遷｣ 270人

○｢虚子没後50年記念 子規から虚子へ－近代俳句の夜明け－｣記念シンポジウム①

(共催：虚子記念文学館)

期日 講師 演題 入場者数

3月20日(金・祝) 有馬朗人 ｢花鳥諷詠｣ 223人

稲畑汀子

大串章

深見けん二

稲岡長(コーディネーター)

○｢虚子没後50年記念 子規から虚子へ－近代俳句の夜明け－｣句会と講演会

(共催：虚子記念文学館)

期日 講師 演題 入場者数

3月28日(土) 小沢昭一 ｢小沢昭一的俳句のこころ｣ 228人

(7) 朗読会・演奏会の開催(会場：ホール)

○｢台湾文学館の魅力－その多彩な世界｣展演奏会

(共催：国立台湾文学館、台湾行政院文化建設委員会)

期日 出演 曲目 入場者数

8月2日(土) 漢唐楽府 趁賞花燈、梅花操 94人

○｢堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。｣記念朗読会

期日 朗読 作品 入場者数

11月15日(土) 夏八木勲 ｢方丈記私記｣から 215人

(8) 講座の開催(会場：ホール)

○｢生誕80年 澁澤龍彦回顧展 ここちよいサロン｣記念講座

期日 講師 演題 入場者数

4月27日(日) 三浦雅士 ｢澁澤龍彦と小林秀雄｣ 122人

5月3日(土･祝) 高橋睦郎 ｢最高のホスト｣ 273人

澁澤龍子 ゲスト対談｢シブサワ素のまま｣

5月5日(月･祝) 四谷シモン ｢澁澤さんと人形｣ 304人

5月10日(土) 平出隆 ｢夢のかたち｣ 142人

○｢台湾文学館の魅力－その多彩な世界｣記念講座

(共催：国立台湾文学館、台湾行政院文化建設委員会)

期日 講師 演題 入場者数

6月14日(土) 藤井省三 対談｢台湾文学の魅力｣ 103人

紀田順一郎

6月15日(日) 張良澤 ｢台湾における梁啓超と呉新栄 102人

－日本統治下のある中国知識人と台湾知識人

の台湾新旧文学に対する影響｣

7月5日(土) 辻原登 ｢台湾の文学と友人たちに寄せて｣ 55人
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7月13日(日) 黄英哲 ｢台湾の『藤野先生』 49人

－台湾における魯迅文学－｣

○｢堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。｣記念講座

期日 講師 演題 入場者数

11月16日(日) 紅野謙介 ｢堀田善衞と上海｣ 204人

堀田百合子 ゲスト対談

(9) 展覧会図録の刊行

○特別展、企画展の手引き、資料として下記の図録を刊行し、希望者に頒布しました。

｢生誕80年 澁澤龍彦回顧展 ここちよいサロン｣ (B5判 本文64頁 3,500部 頒価900円)

｢堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。｣ (B5判 本文64頁 3,000部 頒価900円)

(10) ビデオの製作

○「堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。」に合わせた展示解説ビデオを製作しました。

(11) 文字･活字文化振興事業

① 文字・活字文化講演会の開催(会場：ホール)

○春の文化講演会

(共催：(財)はまぎん産業文化振興財団)

（会場：はまぎんホールヴィアマーレ)

期日 講師 演題 入場者数

4月19日(土) 長谷川櫂 ｢『おくのほそ道』とは何か｣ 429人

○かこさとし展記念講演会｢私の本について話そう｣ 23

期日 講師 演題 入場者数

8月24日(日) かこさとし ｢あそびのはなし えほんのはなし 277人

かがくのはなし｣

○『飛ぶ読書室 この本がおもしろいよ』刊行記念講演会

(共催：日能研、みくに出版)

(協力：逗子開成中学・高等学校)

（会場：逗子開成中学・高等学校 徳間記念ホール)

期日 講師 演題 入場者数

11月2日(日) 紀田順一郎 『明日こそ読書 今日こそ読書 30人

～読書のたのしみ～』

○第10回図書館総合展フォーラム

(共催：梅光学院大学)

（会場：パシフィコ横浜)

期日 講師 演題 入場者数

11月26日(水) 佐藤泰正 ｢今なお新しい、 40人

富岡幸一郎 磯田光一のまなざし｣

○神奈川県図書館協会創立80周年記念講演会｢私の本について話そう｣ 24

期日 講師 演題 入場者数

1月17日(土) 出久根達郎 『御書物同心日記』 149人
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○赤毛のアン100周年講演会｢私の本について話そう｣ 25

期日 講師 演題 入場者数

2月1日(日) 村岡恵理 『アンのゆりかご 村岡花子の生涯』202人

② 文字・活字文化朗読会の開催(会場：ホール)

○没後100年記念国木田独歩朗読会

期日 朗読 作品 入場者数

9月13日(土) 久米明 ｢武蔵野｣ 164人

○花音巡回朗読コンサート①(共催：語りと音楽｢花音｣)

(会場:川崎市中野島こども文化センター)

期日 朗読 作品 入場者数

8月19日(火) 花音 ｢だるまちゃんとてんぐちゃん｣ほか 12人

○花音巡回朗読コンサート②(共催：語りと音楽｢花音｣)

(会場:鎌倉市生涯学習センター)

期日 朗読 作品 入場者数

8月20日(水) 花音 ｢だるまちゃんとてんぐちゃん｣ほか 16人

○花音巡回朗読コンサート③(共催：語りと音楽｢花音｣)

(会場:小田原・鈴廣かまぼこの里 鈴の音ホール)

期日 朗読 作品 入場者数

8月27日(水) 花音 ｢だるまちゃんとてんぐちゃん｣ほか 50人

○秋の朗読コンサート(共催：語りと音楽｢花音｣)

期日 朗読 作品 入場者数

9月15日(月・祝) 花音 ｢だるまちゃんとてんぐちゃん｣ほか 235人

○花音巡回朗読コンサート④(共催：語りと音楽｢花音｣)

(会場:秦野市立図書館)

期日 朗読 作品 入場者数

11月2日(日) 花音 ｢だるまちゃんとてんぐちゃん｣ほか 80人

○文芸朗読会 源氏物語千年紀

期日 朗読 作品 入場者数

12月20日(土) 有馬稲子 ｢藤壺｣＋トーク 225人

○文芸朗読会

(後援：鈴廣蒲鉾本店、小田原市教育委員会)

(会場:小田原・鈴廣かまぼこの里 鈴の音ホール)

期日 朗読 作品 入場者数

2月7日(土) 久米明 ｢敦煌｣から 133人

③ 文字・活字文化の日記念行事

○10月28日(火)に限り観覧料を無料にしました。

○ギャラリートーク(会場：展示館１階エントランスホール)

「堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。」 来場 29人

○バックヤード見学

参加：1回目＝9人、2回目＝9人

○プレゼント抽選

展示観覧者を対象に「堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。」の図録など、ミュー

ジアムグッズを抽選でプレゼントしました。
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○記念対談(会場：ホール)

期日 対談 演題 入場者数

10月26日(日) 川本三郎 ｢日付のある随想－日記文学の魅力｣

紀田順一郎 62人

○閲覧室ミニ展示 特集・明治大正期の稀覯本(小説)

会期 8月30日(土) ～ 10月30日(木)

④ 子ども向け行事

○ミュージアム・クイズ・ラリー －よこはま2008

県立歴史博物館など中区・西区内の16館で夏休みの子ども向け企画として開催しました。

期間 参加来館者

7月19日(土)～8月31日(日) 182人

○かなぶんキッズクラブ「夏休み子ども映画会」(会場：ホール)

期日 上映作品 入場者数

8月21日(木) ｢からすのパンやさん｣ほか 213人

8月22日(金) ｢だるまちゃんとてんぐちゃん・ 187人

だるまちゃんとかみなりちゃん｣ほか

8月23日(土) ｢だるまちゃんとだいこくちゃん｣ほか 72人

○かなぶんキッズクラブ「紙芝居がはじまるよ！」(会場：中会議室) 入場者数

期日 出演 作品名

8月17日(日) 山下康 ｢なくなかわいいおさとちゃん｣ほか 54人

○かなぶんキッズクラブ読み聞かせ会｢絵本であそぼ！｣(会場：ホール)

期日 出演 作品名 入場者数

8月30日(土） よこはま文庫の会 ｢だるまちゃんとてんぐちゃん｣ほか

102人

⑤ 映画会の開催

○ビデオ上映会(会場：中会議室)

期日 上映作品 入場者数

8月15日(金) ｢被爆とわたくし｣ 13人

(林京子講演･インタビュー記録ビデオ)

○｢堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。｣映画会(会場：ホール)

期日 上映作品 入場者数

10月18日(土) ｢風の谷のナウシカ｣ 126人

11月8日(土) ｢モスラ｣ 55人

11月9日(日) ｢風の谷のナウシカ｣ 133人

○文芸映画を観る会(会場：ホール)

(共催:文芸映画を観る会)

◇第1回:｢台湾文学館の魅力－その多彩な世界｣映画会

期日 上映作品 入場者数

6月28日(土) ｢珈琲時光｣ 88人

6月29日(日) 〃 57人

◇第2回:中里恒子生誕100年記念映画会

期日 上映作品 入場者数

1月10日(土) ｢時雨の記｣ 203人

1月11日(日) ｢時雨の記｣ 126人
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⑥ 啓発広報事業

○機関紙の発行

機関紙｢神奈川近代文学館｣第100号から第103号を4､7､10月､平成21年1月に発行しました。

⑦ 生涯学習支援事業、他館等との共催・後援・協力・交流

ア 共催事業

○パネル展 13 (県内公共図書館巡回ﾊﾟﾈﾙ展11) （共催・会場：伊勢原市立図書館）

期間 パネル展名称 入場者

10月16日(木)～10月31日(金) ｢井上靖｣ 6,000人

○パネル展 14 (県内学校図書館巡回ﾊﾟﾈﾙ展1) （共催・会場：県立逗子高校）

期間 パネル展名称 入場者

10月27日(月)～11月21日(金) ミニパネル展｢夏目漱石｣ 2,458人

○パネル展 15 (県内公共図書館巡回ﾊﾟﾈﾙ展12) （共催・会場：南足柄市立図書館）

期間 パネル展名称 入場者

11月15日(土)～11月30日(日) ｢夏目漱石｣ 240人

○パネル展 16 (県内公共図書館巡回ﾊﾟﾈﾙ展13) （共催・会場：小田原市立かもめ図書館）

期間 パネル展名称 入場者

2月14日(土)～2月26日(木) ｢井上靖｣ 200人

○パネル展 17 (県内公共図書館巡回ﾊﾟﾈﾙ展14) （共催・会場：小田原市立かもめ図書館）

期間 パネル展名称 入場者

3月6日(金)～3月19日(木) ｢村井弦斎｣ 150人

イ 後援事業(展示協力)

○かこさとし絵本展 （主催・会場：秦野市立図書館）

期間 展示名称 入場者

10月28日(火)～11月30日(日) ｢かこさとし絵本展｣ 22,420人

ウ 交流事業

○富山・神奈川文化交流事業 （会場：神奈川近代文学館）

富山県出身の作家・堀田善衞の生家があった伏木町を高岡市内の観光情報を交えてコー

ナー展示し、富山県と神奈川県との文化交流を企画しました。

10月4日(土)～11月24日(月･振休)

＊神奈川・富山文化交流事業の来場者数は、｢堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱

世。｣利用者数で計上しています。

○横浜元町ショッピングストリート交流事業 （会場：元町商店街3丁目6店舗）

元町SS会を通じ、信濃屋、フクゾー洋品店、キタムラ、山岡毛皮店、宝田商店、近沢

レース店の各店舗に｢堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。｣のパネル展示を、当

館では元町商店街の紹介を行い、地域商店街との交流を企画しました。

10月1日(木)～10月19日(月)

４ 自主事業

(1) 閲覧室ミニ展示

○特集・装幀の美 橋口五葉

会期 4月1日(火) ～ 4月29日(火・祝) ＊展示は3月1日(土)から

○特集・桃太郎の世界－滑川道夫文庫資料を中心に－

会期 5月1日(木) ～ 6月26日(木)
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○特集・夏休み

会期 6月28日(土) ～ 8月28日(木)

○特集・日本近代文学と源氏物語

会期 11月1日(土) ～ 12月25日(木)

○特集・文人俳句 ＊2月10日(火)展示替

会期 12月27日(土) ～ 3月29日(日)

＊ミニ展示の観覧者数は閲覧室利用者数で計上しています。

(2) ギャラリートークの開催(会場：エントランスホール)

○｢生誕80年 澁澤龍彦回顧展 ここちよいサロン｣ギャラリートーク

期日 解説者 入場者数

金曜日毎に計6回開催 展示担当者 計103人

○｢かこさとし だるまちゃんとてんぐちゃん展｣ギャラリートーク

期日 解説者 入場者数

金曜日毎に計7回開催 展示担当者 計132人

○｢堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。｣ギャラリートーク

期日 解説者 入場者数

展示開催中に計2回開催 展示担当者 計19人

(3) 神奈川近代文学館友の会

○会員に、機関紙の無料配布、展覧会への招待、文学講座等への優待を行いました。

会員808人

○友の会の会員の集いを開きました。(会場：中会議室)

期日 講話 演題 参加人数

6月21日(土) 秋山豊 ｢『坊っちやん』－『顔』からみえてくるもの｣ 42人

○文学散歩－近隣施設や県内外の文学ゆかりの地を訪ねました。

◇澁澤龍彦回顧展記念鎌倉文学散歩

コース：東勝寺橋・澁澤旧居(小町の家)～宝戒寺～鶴岡八幡宮

～鏑木清方記念美術館～二楽荘～東慶寺～浄智寺

期日 参加人数

5月15日(木) 38人

5月21日(水) 33人

5月23日(金) 35人

◇｢生誕80年 澁澤龍彦回顧展 ここちよいサロン｣ミニ文学散歩

コース：神奈川近代文学館～港の見える丘公園～外国人墓地～横浜山手聖公会

～貝殻坂～ウチキパン～ＴＨＥ ＰＯＰＰＹ～前田橋～元町ユニオン

期日 参加人数

5月16日(金) 6人

5月30日(金) 7人

◇近隣博物館訪問

コース：神奈川近代文学館、横浜開港資料館、日本郵船氷川丸

期日 参加人数

7月9日(水) 35人

7月11日(金) 31人
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◇津久井・城山文学散歩

コース：三太旅館周辺・青木茂文学碑～弁天橋～青山浄水池～尾崎咢堂記念館

～やな川～加藤武雄文学碑～津久井湖観光センター

～町田市民文学館ことばらんど

期日 参加人数

11月12日(水) 41人

11月20日(木) 35人

○友の会文学講座－文学についての講座を開きました。(会場：中会議室)

期日 講師 演題 参加人数

2月7日(土) 林 淑 美 ｢今読むプロレタリア文学｣第1回 41人

｢蟹工船｣と｢太陽のない街｣

2月8日(日) 林 淑 美 ｢今読むプロレタリア文学｣第2回 21人

｢プロレタリア詩の世界－中野重治と森山啓｣

(4) 神奈川近代文学館を支援する会
サポ ー ト

会員数118名(135口)

○特別展への協賛

○紹介状等により会員を募り、会員に特別展等の広報協力を呼びかけました。

○｢神奈川近代文学館を支援する会｣総会・懇親会
サポ ー ト

企画展 文学館交流展 「台湾文学館の魅力－その多彩な世界」展覧会レセプション

期日 会場 出席者

6月14日(土) ポートヒル横浜 会員：8人、文学館関係者：11人

台湾文学館関係者：33人

(5) 文学展の制作・提供

○｢佐藤さとる コロボックル物語展｣の制作・提供

◇町田市民文学館ことばらんど 入場者

会期 7月19日(土) ～ 9月23日(火･祝) 6,603人

○｢佐藤さとる コロボックル物語展｣の制作・提供

◇新潟県立自然科学館 入場者

会期 11月1日(土) ～ 11月24日(月･振休) 18,289人

(6) ミュージアム・グッズの製作

○以下のミュージアム・グッズを製作しました。

｢堀田善衞展 スタジオジブリが描く乱世。｣絵はがき 頒価 70円

(7) 博物館実習の実施

○各大学から博物館実習生を受け入れました。

8月5日(火)～8月10日(日)の6日間 7大学 10人

(8) その他の提携事業

○特別展ポスターの駅貼り強化及び無料化

東京急行電鉄(株)、相模鉄道(株)ほかの協賛、支援により県民へ一層の周知を図った。
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(9) 他館等への後援・協賛・協力

① 後援事業

○横浜山手ヘフト祭

主催 『横浜山手ヘフト祭』実行委員会

期日 5月25日(日)

会場 横浜外国人墓地、山手ゲーテ座

○横浜詩人会創立50周年記念事業

主催 横浜詩人会

期日 9月28日(日)～10月4日(土)、10月12日(日)

会場 神奈川県立かながわ労働プラザ、ブリーズベイホテル

○ゆめかながわシニアフェスタ｢第４回かながわシニア短歌大会｣

主催 神奈川県、社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会

期日 10月13日(月・祝)

会場 横浜情報文化センター

○子ども読書活動推進フォーラム

主催 神奈川県子ども読書活動推進会議、神奈川県教育委員会、

財団法人はまぎん産業文化振興財団

期日 10月25日(土)

内容 詩の朗読、講演(講師：矢崎節夫)

会場 はまぎんホールヴィアマーレ

○大衆文学研究会神奈川支部研究会

主催 大衆文学研究会神奈川支部

期日 11月29日(土)

会場 中会議室

○企画展｢北原武夫と宇野千代－華麗なる文学の同伴者－｣

主催 栃木県・壬生町教育委員会

期日 2月14日(土)～3月22日(日)

会場 壬生町立歴史民俗資料館

② 協賛事業

○井泉水全国自由律俳句大会

主催 自由律俳句層雲

期日 3月1日(日)～5月31日(日)

③ 協力事業

○子ども読書活動推進フォーラム

主催 神奈川県子ども読書活動推進会議、神奈川県教育委員会

財団法人はまぎん産業文化振興財団

期日 4月19日(土)

内容 事例発表、講演(講師：戸田和代)

会場 ホール
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５ 役員等に関する事項

(1) 顧問に関する事項(平成21年3月31日現在)

○顧問数

６人

○顧問名簿

阿川 弘之 安西 篤子 庄野 潤三

中田 宏 松沢 成文 三浦 朱門

(2) 役員に関する事項(平成21年3月31日現在)

○役員数

理 事 長 1人 常務理事 5人

理 事 22人 監 事 3人

○役員名簿

(理 事 長)

紀田順一郎

(常務理事)

三木 卓 山田 宗睦 岡松 和夫

荻野アンナ 川本 三郎

(理 事)

新井 満 井上ひさし 大岡 信

尾崎左永子 加藤 種男 上 笙一郎

川西 政明 清原 康正 黒井 千次

小泉浩一郎 紅野 敏郎 佐江 衆一

佐藤 清 島田 雅彦 司 修

富岡幸一郎 鳥居 邦朗 馬場あき子

林 京子 藤沢 周 三好 徹

山田 太一

(監 事)

竹口 秀夫 永峰 潤 松崎鉄之介
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(3) 評議員に関する事項(平成21年3月31日現在)

○評議員数

73人

○評議員名簿

青野 聰 赤瀬川 隼 赤塚 行雄

荒俣 宏 伊井 直行 飯塚 容

伊豆 利彦 磯村 共庸 井上 弘

入沢 康夫 内田四方蔵 江森 國友

遠藤 祐 太田 治子 大屋 幸世

小川久仁子 笠原 淳 加島 祥造

勝又 浩 禿 慶子 川添 猛

河竹登志夫 川端香男里 川村 湊

北方 謙三 倉 和男 紅野 謙介

小玉 晃一 小山 文雄 三枝 昂之

斎藤 栄 佐藤さとる 佐藤 宗子

佐藤 裕子 篠原 あや 志村 有弘

新保 祐司 鈴木 健次 鷹羽 狩行

高橋 治 瀧村 誠 千葉 俊二

辻原 登 十川 信介 長崎源之助

長島 三芳 縄田 一男 南原 幹雄

新倉 俊一 西川杏太郎 西木 正明

長谷川 櫂 蜂飼 耳 春名 徹

日高 昭二 福島 俊彦 福田 美鈴

復本 一郎 富士川義之 松信 裕

黛 まどか 水原 紫苑 宮坂 覺

諸角せつ子 八木 幹夫 山崎 洋子

山中 恒 山梨 俊夫 山本 道子

吉田 大成 吉田 秀和 林 淑 美

涌田 佑
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(4) 顧問・役員・評議員の異動に関する事項

○役員の異動

死 去

理 事 早 乙 女 貢 20.12. 23

○評議員の異動

就 任 退 任

評 議 員 山 﨑 行 雄 20. 4. 1 評 議 員 高 木 博 20. 3. 31
〃 小川久仁子 20. 6. 1 〃 槌 田 満 文 20. 3. 31
〃 福 島 俊 彦 20. 6. 1 〃 畑 有 三 20. 3. 31
〃 瀧 村 誠 21. 3.21 〃 馬 場 洋 一 20. 3. 31

〃 古 屋 健 三 20. 3. 31
〃 嶋村ただし 20. 5. 31
〃 山 﨑 行 雄 20. 5. 31
〃 中 嶌 弘 孝 21. 3. 20

死 去

評 議 員 筧 槇二 20. 4. 10
〃 小 島 直 記 20. 9. 14



<事業活動収支の部>
<事業活動収入> （単位　円）

大科目 中科目 予　算　額 補正予算額 合　　　計 決　算　額 差　　　異

基本財産運用収入 1,349,000 0 1,349,000 1,311,520 37,480

基本財産利息収入 1,349,000 0 1,349,000 1,311,520 37,480

特定資産運用収入 1,660,000 4,000,000 5,660,000 5,673,534 △ 13,534

特定資産利息収入(財団) 260,000 0 260,000 246,107 13,893

特定資産利息収入(指定) 0 0 0 45,882 △ 45,882

著作権料収入(財団) 1,400,000 4,000,000 5,400,000 5,381,545 18,455

会費収入 3,000,000 0 3,000,000 2,815,000 185,000

友の会費収入 1,900,000 0 1,900,000 1,465,000 435,000

支援する会会費収入 1,100,000 0 1,100,000 1,350,000 △ 250,000

指定管理料等 404,536,000 0 404,536,000 404,536,000 0

近代文学館維持運営費収入 145,620,000 0 145,620,000 145,620,000 0

近代文学館事業収入 258,916,000 0 258,916,000 258,916,000 0

事業収入 19,386,000 5,040,000 24,426,000 23,959,313 466,687

利用料金収入 6,274,000 4,390,000 10,664,000 10,595,390 68,610

事業収入(指定管理) 5,608,000 650,000 6,258,000 6,259,818 △ 1,818

自主事業収入 7,504,000 0 7,504,000 7,104,105 399,895

立替金収入 455,000 △ 340,000 115,000 132,529 △ 17,529

立替金収入(指定) 455,000 △ 340,000 115,000 132,529 △ 17,529

寄付金収入 0 420,000 420,000 420,000 0

寄付金収入(財団) 0 0 0 0 0

寄付金収入(指定) 0 420,000 420,000 420,000 0

雑収入 348,000 1,460,000 1,808,000 2,455,543 △ 647,543

受取利息収入 0 0 0 128,132 △ 128,132

受取証券運用収入 0 0 0 0 0

雑収入(財団) 348,000 1,460,000 1,808,000 2,327,411 △ 519,411

（事業活動収入計） 430,734,000 10,580,000 441,314,000 441,303,439 10,561

決　算　報　告　書
１．収　支　計　算　書

平成20年４月１日から平成21年３月31日

補正は講演会受講料収入等の増

備　　　　　考

補正は著作権料収入の増

補正は著作権料収入の増

補正は利用料金収入の増

補正は入館料収入、文学館使用料収入の増

補正は販売受託手数料ほかの増

減額補正は立替金収入の減

減額補正は立替光熱水費等の減

補正は雑収入等の増

補正は寄付金収入の増

補正は寄付金収入（特別会計）の増



<事業活動支出> （単位　円）

大科目 中科目 予　算　額 補正予算額 流　用　額 合　　　計 決　算　額 差　　　異 備　　　　　考

財団本部費 12,461,000 1,460,000 0 13,921,000 13,896,462 24,538

報酬 1,800,000 0 0 1,800,000 1,800,000 0

人件費 5,973,000 △ 200,000 △ 21,305 5,751,695 5,751,695 0 減額補正は退職給付引
当預金支出の減

租税公課 223,000 200,000 21,305 444,305 444,305 0
補正は未払消費税の増

会議費 1,299,000 300,000 △ 121,500 1,477,500 1,476,578 922

事務費 2,130,000 1,360,000 281,500 3,771,500 3,749,593 21,907 補正は消耗品費、印刷
製本費、役務費の増

刊行物出版費 1,036,000 △ 200,000 △ 160,000 676,000 674,291 1,709 減額補正は館報謝礼金
支出の減

指定管理費 416,873,000 5,120,000 0 421,993,000 421,984,995 8,005

人件費 238,790,000 0 △ 1,145,295 237,644,705 237,644,705 0

消費税等 10,444,000 0 1,145,295 11,589,295 11,589,295 0

事務費 1,969,000 500,000 △ 74,500 2,394,500 2,393,576 924
補正は観覧券製作費等
の増

維持費 105,104,000 3,550,000 563,500 109,217,500 109,216,091 1,409
補正は小破修繕費等の
増

資料管理業務電算化事業費 17,723,000 0 △ 969,500 16,753,500 16,752,657 843

資料調査・収集・整理費 2,420,000 0 △ 69,000 2,351,000 2,350,160 840

展示費 31,593,000 820,000 558,500 32,971,500 32,967,712 3,788
補正は展示用消耗品
費、広報費等の増

資料等整備費 8,830,000 250,000 △ 9,000 9,071,000 9,070,799 201
補正は書籍購入費等の
増

<事業活動支出計> 429,334,000 6,580,000 0 435,914,000 435,881,457 32,543

<事業活動収支差額> 1,400,000 4,000,000 5,400,000 5,421,982



<投資活動収支の部>

<投資活動収入> （単位　円）

大科目 中科目 予　算　額 補正予算額 合　　　計 決　算　額 差　　　異

特定資産取崩収入 0 12,000,000 12,000,000 27,820,563 △ 15,820,563

退職給付引当資産取崩収入 0 0 0 15,820,563 △ 15,820,563

広津基金預金取崩収入 0 12,000,000 12,000,000 12,000,000 0

<投資活動収入計> 0 12,000,000 12,000,000 27,820,563 △ 15,820,563

<投資活動支出>

基本財産取得支出 0 12,000,000 12,000,000 12,004,270 △ 4,270

県公債取得支出 0 0 0 4,270 △ 4,270

普通預金取得支出 0 12,000,000 12,000,000 12,000,000 0

特定資産取得支出 1,400,000 4,000,000 5,400,000 21,223,087 △ 15,823,087

退職給付引当資産取得支出 0 0 0 15,823,070 △ 15,823,070

広津基金預金取得支出 1,400,000 4,000,000 5,400,000 5,400,017 △ 17

<投資活動支出計> 1,400,000 16,000,000 17,400,000 33,227,357 △ 15,827,357

<投資活動収支差額> △ 1,400,000 △ 4,000,000 △ 5,400,000 △ 5,406,794

<当期収支差額> 0 0 0 15,188

前期繰越収支差合計額 39,616 0 39,616 39,616

次期繰越収支差合計額 39,616 0 39,616 54,804

補正は特定資産取得支出の増

補正は広津基金預金取崩収入の増

補正は基本財産の増資

備　　　　　考



総括表 （単位：円）

非収益事業 収益事業 内部取引消去

Ⅰ一般正味財産増減の部

１.経常増益の部

(1)経常収益

基本財産運用益 1,311,520 0 1,311,520 0 1,311,520

特定資産運用益 264,579 5,381,545 5,646,124 45,882 5,692,006

受取会費 2,815,000 0 2,815,000 0 2,815,000

事業収益 2,852,175 4,251,930 7,104,105 421,391,208 428,495,313

受取寄付金 0 0 0 420,000 420,000

雑収益 109,660 2,327,411 2,437,071 132,529 2,569,600

他会計からの繰入額 3,919,668 0 △ 3,919,668 0 0 0

経常収益計 11,272,602 11,960,886 △ 3,919,668 19,313,820 421,989,619 441,303,439

(2)経常費用

事業費 0 0 0 421,984,995 421,984,995

管理費 5,855,244 7,738,953 13,594,197 0 13,594,197

他会計からの繰入額 0 3,919,668 △ 3,919,668 0 0 0

経常費用計 5,855,244 11,658,621 △ 3,919,668 13,594,197 421,984,995 435,579,192

当期経常増減額 5,417,358 302,265 0 5,719,623 4,624 5,724,247

２.経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0

(2)経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 5,417,358 302,265 0 5,719,623 4,624 5,724,247

一般正味財産期首残高 10,635,567 944,496 0 11,580,063 3,261 11,583,324

一般正味財産期末残高 16,052,925 1,246,761 0 17,299,686 7,885 17,307,571

Ⅱ指定正味財産増減の部

受取寄付金 0 0 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 78,000,000 0 0 78,000,000 0 78,000,000

指定正味財産期末残高 78,000,000 0 0 78,000,000 0 78,000,000

Ⅲ正味財産期末残高 94,052,925 1,246,761 0 95,299,686 7,885 95,307,571

２．正味財産増減計算書
平成20年４月１日から平成21年３月31日

科　　　　　目
特別会計-

神奈川近代文学
館指定管理事業

合　　計
財団本部

合計

財団本部



総括表 （単位：円）

非収益事業 収益事業

Ⅰ　資産の部

 １.流動資産

 現金預金 4,935,109 4,935,109 19,861,236 24,796,345

 前払金 45,360 45,360 296,150 341,510

 有価証券 178,952 178,952 0 178,952

 前渡金 0 0 0 0

 立替金 0 0 0 0

 商品 0 855,991 855,991 0 855,991

 貯蔵品 0 390,770 390,770 0 390,770

 流動資産合計 5,159,421 1,246,761 6,406,182 20,157,386 26,563,568

 ２.固定資産 0

 基本財産 89,965,117 89,965,117 0 89,965,117

 特定資産 76,685,612 76,685,612 43,349,679 120,035,291

 固定資産合計 166,650,729 0 166,650,729 43,349,679 210,000,408

　　資　産　合　計　 171,810,150 1,246,761 173,056,911 63,507,065 236,563,976

Ⅱ　負債の部 0

 １.流動負債 0

 未払金 2,120,793 2,120,793 16,579,075 18,699,868

 前受金 1,598,040 1,598,040 289,500 1,887,540

 預り金 1,393,669 1,393,669 3,280,926 4,674,595

 流動負債合計 5,112,502 0 5,112,502 20,149,501 25,262,003

 ２.固定負債 0

 退職給付引当金 72,644,723 72,644,723 43,349,679 115,994,402

 固定負債合計 72,644,723 0 72,644,723 43,349,679 115,994,402

　　　負債合計 77,757,225 0 77,757,225 63,499,180 141,256,405

Ⅲ　正味財産の部 0

 １.指定正味財産 0

 寄付金 78,000,000 78,000,000 0 78,000,000

 指定正味財産合計 78,000,000 0 78,000,000 0 78,000,000

(うち基本財産への充当額) (78,000,000) (0) (78,000,000) (0) (78,000,000)

 １.一般正味財産

 一般正味財産 16,052,925 1,246,761 17,299,686 7,885 17,307,571

 一般正味財産合計 16,052,925 1,246,761 17,299,686 7,885 17,307,571

(うち基本財産への充当額) (12,000,000) (0) (12,000,000) (0) (12,000,000)

　　(うち特定資産への充当額) (4,051,478) (3,953) (4,055,431) (0) (4,055,431)

 正味財産合計 94,052,925 1,246,761 95,299,686 7,885 95,307,571

　負債及び正味財産合計 171,810,150 1,246,761 173,056,911 63,507,065 236,563,976

３．貸　借　対　照　表
平成21年3月31日 現在

財団本部
財団本部合計科　　　　　　　目

特別会計-神奈川近
代文学館指定管理

事業
合　　計



総括表
摘　　　要

Ⅰ 資産の部
１．流動資産

現金預金
小口現金 小口現金 257,865
普通預金 三菱東京UFJ銀行 横浜中央支店(指) 19,768,438

横浜銀行　県庁支店 2,082,707
三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 728,784
三菱東京UFJ銀行 横浜中央支店(本) 1,958,551

　　現金預金合計 24,796,345
前払金 期間建運送保険等 341,510
有価証券 みずほｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券　横浜支店 42,047

大和証券　横浜支店 37,049
日興ｺｰﾃﾞｨｱﾙ証券　横浜駅前支店 99,856

　　有価証券合計 178,952
前渡金 0
立替金 0
商品 855,991
貯蔵品 390,770

　　　　流動資産合計 26,563,568
２．固定資産
　　(1)基本財産

定期預金 横浜銀行　県庁支店 1,000,000
三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 150,000

投資有価証券 神奈川県債 76,815,117
普通預金 三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 12,000,000

　　　基本財産合計 89,965,117
　　(2)特定資産

退職給付引当資産
普通預金 三菱東京UFJ銀行 横浜中央支店(本) 2,572,411

三菱東京UFJ銀行 横浜中央支店(指定) 16,089,912
横浜銀行　県庁支店 7,248,633
三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 12,944,559

定期預金 三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 30,850,000
三菱東京UFJ銀行 横浜中央支店(指定) 27,259,767

投資有価証券 神奈川県債 2,985,458
みずほｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券　横浜支店 3,152,920
大和証券　横浜支店 2,876,200
日興ｺｰﾃﾞｨｱﾙ証券　横浜駅前支店 10,000,000

　　退職給付引当資産合計 115,979,860
広津基金引当資産

普通預金 三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 191,673
投資有価証券 野村證券MMF　川崎支店 3,863,758

　　広津基金合計 4,055,431
　　　特定資産合計 120,035,291

　　　　固定資産合計 210,000,408

　　資　産　合　計　 236,563,976
Ⅱ 負債の部
１．流動負債

未払金 電気機械保守環境衛生委託料、清掃業務
委託料、展示映像機器賃借料、電算機器
賃借料 等

18,699,868

前受金 前受会費 等 1,887,540
預り金 　 4,674,595

　　　　流動負債合計 25,262,003
２．固定負債

退職給付引当金 115,994,402

　　　　固定負債合計 115,994,402

　　負　債　合　計　 141,256,405

　　正　味　財　産　 95,307,571

科　　　目 金　　額

４．財　産　目　録
平成21年3月31日 現在



１　重要な会計方針
（１） 有価証券の評価基準及び評価方法について
      有価証券…総平均法による原価法を採用しています。

（２） 棚卸資産の評価基準及び評価方法

（３） 引当金の計上基準
　　　自己都合による期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上しています。

（４） リース取引の処理方法
　　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リー
　　　ス取引については、通常の賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理によっています。

（５）消費税等の会計処理

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高                　

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりです。  (単位 円)

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

1,150,000 0 0 1,150,000

0 12,000,000 0 12,000,000

76,810,847 4,270 0 76,815,117

77,960,847 12,004,270 0 89,965,117

98,455,399 17,524,461 0 115,979,860

10,655,414 5,400,017 12,000,000 4,055,431

109,110,813 22,924,478 12,000,000 120,035,291

187,071,660 34,928,748 12,000,000 210,000,408

３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳                　

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は次のとおりです。  (単位 円)

1,150,000 1,150,000 0

12,000,000 0 12,000,000

76,815,117 76,815,117 0

89,965,117 77,965,117 12,000,000 0

115,979,860 115,979,860

4,055,431 4,055,431

120,035,291 0 4,055,431 115,979,860

210,000,408 77,965,117 16,055,431 115,979,860

　　　消費税等の会計処理は税込み方式によっています。

小　　計

広津基金引当資産

普通預金

投資有価証券

科　　　目

合　　計

退職給付引当資産

特定資産

小　　計

広津基金引当資産

５．財務諸表に対する注記

　　　商品・貯蔵品　先入先出法による低価法を採用しています。

小　　計

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

投資有価証券

普通預金

定期預金

（うち負債に対応
する額）

基本財産

基本財産

特定資産

科　　　目

小　　計

退職給付引当資産

定期預金

合　　計


